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　防災科研は、日本全国の沿岸において想定される津波ハザードの確率論的な評価を行うための手法の検討に

着手し（藤原・他、2013）、すでに日本周辺のいくつかの海域における検討内容及び評価結果を報告してき

た（平田・他、2014、2015、2016、JpGU）。また、評価作業の一環として実施した津波予測解析の結果に

ついても、それぞれの海域毎に報告してきた（高山、2016、JpGU； 齊藤、2016、地震学会）。今回は、こ

れまで報告してきた日本海溝沿い、南海トラフ沿い及び相模トラフ沿いで発生する地震を対象に実施した津波

予測解析の内容をとりまとめ、計算で得られた太平洋沿岸の津波高さの特徴について考察する。津波予測解析

の対象になる地震は、津波を起こし得る地震が対象であるため、海溝及びトラフから沈み込むプレート境界に

沿って発生する地震並びにその近くで発生する地震とした。ただし海域断層の地震については、その断層の正

確な位置や過去の活動が調べられていないものが少なくないため本発表では取り扱わないこととした。日本海

溝沿いの震源域は、「三陸沖から房総沖にかけての地震活動の長期評価（第二版）(地震調査委員

会、2011)」に示されている領域区分に基づき、本検討で評価領域を13分割した領域の組み合わせおよそ40パ

ターンとした。設定する特性化波源断層モデルは「震源を特定して設定する地震」が571個と「震源を特定し

にくい地震」が1319個である（遠山・他、2014、JpGU）。南海トラフ沿いの震源域は、「南海トラフの地

震活動の長期評価（第二版）(地震調査委員会、2013)」に示されている18分割された領域区分に基づき、長期

評価によって示されている組み合わせ15パターン及び長期評価に示されていない組み合わせおよそ210パ

ターンとした。設定する特性化波源断層モデルは「震源を特定して設定する地震」が3897個と「震源を特定

しにくい地震」が48個である（遠山・他、2015、JpGU）。相模トラフ沿いで設定する震源域は、「全国地震

動予測地図2014年版（付録-1）(地震調査委員会、2014)」に示されている5分割された領域区分に基づく組み

合わせ12パターンとした。設定する特性化波源断層モデルは「震源を特定して設定する地震」が135個と「震

源を特定しにくい地震」が928個である（鬼頭・他、2016、JpGU）。これらの計約6900個の特性化波源断層

モデルを使い、確率論的津波ハザード評価に必要な津波予測解析を鹿児島県から北海道までの太平洋沿岸を対

象に実施した。沿岸付近の計算格子サイズを50mで設定し、震源域から沿岸域までを一括して津波高さを予測

するため、外洋から沿岸へ順に1350m、450m、150m、50mで計算格子サイズを細分化し接続した。陸域で

は遡上境界条件、外洋の計算領域外縁では無反射透過境界条件をそれぞれ課した。それぞれの評価地点におけ

る津波は、海底摩擦及び移流を考慮した二次元非線形長波理論による支配方程式をStaggered grid,

Leap-frog法で差分化し解くことによって求めた。初期水位分布については、特性化波源断層モデルによって計

算される海底地殻変動量をOkada（1992）の手法で求め、その鉛直変位に、地殻変動量の水平変位からの鉛

直方向への寄与分を考慮することで算出した。今後、これらの津波予測解析の結果を太平洋沿岸の最大水位上

昇量のデータセットとして整備しつつ、幅広い利用促進に向けたデータベース化にも取り組む。本研究は、防

災科研の研究プロジェクト「自然災害に対するハザード・リスク評価に関する研究」の一環として実施した。
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